
公益財団法人静岡県学校給食会

第１　　目的

　　　学校給食用小麦粉製品加工および炊飯委託工場（以下「委託工場」という）の指

　　定についてその適正を期するため、この要領を定める。

第２　　委託工場の指定基準

　　　委託工場の指定基準は、静岡県食品衛生法施行条例による営業施設の基準に規定

　　する施設を有し、かつ次の各号に適合するものとする。

　（１）委託工場の経営者は、学校給食に深い理解をもち、かつ協力的で社会的信用

　　　があること。

　（２）委託工場は、次の事項の全てについての管理・運営体制が十分に整備されて

　　　いること。

　　　（ア）施設・設備が適切に配置され、かつその管理状況が良好なものであること｡

　　　（イ）従業員の管理・指導が的確に行われていること。

　　　（ウ）その他、管理・運営が適正かつ円滑に行われる体制にあること。

　（３）委託工場は、食品衛生監視票の評点が８２点以上で、かつ平素の衛生管理状

　　　態が良好であること。

　（４）委託工場の経営者は、５年以上の技術経験を有するとともに、事務処理能力

　　　のあること。ただし、次の各事項に掲げる従業員を雇用しているときは、この

　　　限りではない。

　　　（ア）５年以上の技術経験を有する者、または技術養成所を修了した者１名以上

　　　（イ）事務経験を有し、事務にたん能なる者１名以上

　（５）委託工場は、従業員の健康管理が徹底し、健康診断および検便が定期的に励

　　　行されていること。

　（６）前各号に達しないもので特別の事情がある場合は、条件を付して選定するこ

　　　とができるものとする。

第３　　委託工場の指定申請

　　　委託工場の指定を受けようとするものは、この要領第２に定める指定基準に適

　　合し、かつ県学校給食会がその必要を認めたものとする。

　２．前項の規定に基づき、指定を受けようとするもの（以下「申請者」という）は、

　　委託工場指定申請書（様式１－１又は１－２）を県学校給食会に提出するものとす

　　る。
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第４　　申請者の調査

　　　県学校給食会は、委託工場指定申請書を受理したときは、書類および実地につ

　　いて調査を行うものとする。

　２．実地調査は、別紙に定める委託工場調査表（様式２－１又は２－２）によるも

　　のとする。

　３．実地調査の調査員は、次のものを県学校給食会理事長（以下「理事長」という）

　　が必要に応じてそのつど委嘱するものとする。

　（１）食品衛生に関わる団体の代表者

　（２）県学校給食会事務局長

　４．調査員は、事故等により実地調査に出席できない場合は、当該調査員が指名し

　　たものに代理させることができるものとする。

第５　　委託工場選定委員会

　　　理事長は、実地調査の結果を委託工場選定委員会（以下「選定委員会」という）

　　に諮り、委託工場として適否の判定を付議するものとする。

　２．選定委員会は、適否の判定を付して理事長に報告するものとする。

　３．選定委員会は、次に掲げるもので組織し、５名以上１０名以内で構成するもの

　　とする。

　（１）食品衛生に関わる団体の会員

　（２）学識経験者

　（３）保護者の代表

　（４）県学校給食会の職員

　４．選定委員は、事故等により選定委員会に出席できない場合は、当該選定委員の

　　所属長が指名したものに代理させることができるものとする。

第６　　委託工場の指定

　　　理事長は、選定委員会の報告に基づき、また書類調査においても委託工場とし

　　て適当であると認めた場合は、当該工場に対して加工もしくは炊飯を委託する学

　　校の割当（以下「学校割当」という）を行い、理事会の承認を得て指定するもの

　　とする。

　２．理事長は、学校割当を行う場合は、その適正を期するため、あらかじめ関係市

　　町教育委員会および委託工場の所属団体の意見を徴するものとする。

　　　なお、指定後生じた学校については、理事長が当該地域等の実情をしんしゃく

　　し、学校割当を行うものとする。

　３．理事長は、委託工場を指定した場合は県教育委員会、県健康福祉部、政令市保健

　　所、関係市町教育委員会、委託工場の所属団体その他必要な機関にその旨通知する

　　ものとする。
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第７　　委託工場の指定期限

　　　委託工場の指定期限は、指定の日から２年間とする。ただし、理事長は必要に応

　　じて指定期限を短縮することができる。

第８　　委託工場代表者との加工委託または炊飯委託契約

　　　理事長は、指定通知後、委託工場の所属団体の代表者若しくは委託工場代表者と

　　契約を締結するものとする。

第９　　指定の取消および変更

　　　理事長は、委託工場が次の各号のいずれかに該当すると認めた場合は、指定の

　　取消または変更をすることができるものとする。この場合、指定辞退によるもの

　　以外の指定の取消については、あらかじめ選定委員会に諮るものとする。

　（１）委託工場代表者から指定辞退の申出があったとき。

　（２）本会との契約に違反したとき。

　（３）指定基準に適合しなくなったとき。

　（４）平素の製品がいちじるしく不良のとき。

　（５）その他理事長が特に、指定の取消または変更の必要を認めたとき。

　２．委託工場代表者は、委託工場の代表者、所在地、名称、組織および施設設備等

　　に重要な変更を加えるときは、その３０日前までに県学校給食会に届出るものと

　　する。

　　　ただし、予期しない事由により前記の変更を加えるときは、事前事後にかかわ

　　らずただちに届出るものとする。

　３．理事長は、前項の届出を受理したとき、特に必要と認めた場合は、この要領第

　　４（申請者の調査）の規定に準じて再調査を行い指定の変更を行うものとする。

　　　なお、この場合通常の委託業務に支障があるときは、期限を付してその業務を

　　停止させることができるものとする。

　４．理事長は、指定の取消または変更をした場合は、この要領第６の第３項に掲げる

　　関係機関、団体にその旨通知するものとする。

第１０　改廃

　　　この要領の重要な改廃は、理事会の決議を経て行うものとする。

第１１　その他

　　　この要領に定められていない事項については、委託工場の所属団体の代表者若し

　　くは委託工場代表者と協議して決定するものとする。

第１２　この要領は、昭和３９年４月１日より実施する。
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附　則

（昭和４３年　１月１６日一部改正） （平成　９年１１月１１日一部改正）

（昭和４３年１２月２１日一部改正） （平成１８年　４月　１日一部改正）

（昭和４４年１２月２４日一部改正） （平成１９年１０月２９日一部改正）

（昭和５１年　６月２５日一部改正） （平成２１年　７月１６日一部改正）

（昭和５４年１１月２２日一部改正） （平成２２年　７月２７日一部改正）

（昭和５６年　１月　６日一部改正） （平成２５年　４月　１日一部改正）

（昭和５６年１１月１３日一部改正） （平成２６年　４月　１日一部改正）

（昭和６０年１２月　６日一部改正） （平成２８年　６月　２日一部改正）

（昭和６３年　４月　１日一部改正） （令和　５年　６月　９日一部改正）

（平成　元年１１月　７日一部改正）

（平成　７年　８月　２日一部改正）

（平成　５年　１月１１日一部改正）
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様式１－１

年 月 日

公益財団法人静岡県学校給食会　様

本社（店）所在地

名称

代表者名 印

　学校給食用委託工場として指定を受けたいので、下記のとおり申請します。

所属団体名 ※ 該当に○印

指定を受けたい種別

※ 希望種別に○印

営業許可 営業許可所轄保健所

営業許可業種 許可年月日 年 月 日

許可期限 年 月 日

設立年月 年 月

現工場築年数 築 年

許可年月日 年 月 日

許可期限 年 月 日

設立年月 年 月

現工場築年数 築 年

従業員 人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人  小　計 人

年 月 日

最大 角型食パン (45g換算) 資本金

製造可能数 ロールパン (40g換算) 主取引銀行

米飯 (100g換算)

給食用と市販用の製造割合

個/日

％

％

％

％

支店

信用金庫

支店

市販用

市販用

0

令和

個/日

個/日

氏名：

 うち､学校給食事業に係る者

銀行

万円

飲食店営業(仕出し屋)

複合型そうざい製造業

0

委託工場指定申請書（パン・米飯）
令和

記

工　場　名

所在地(本社)

所在地(製造工場)

〒

住所

TEL

FAX

〒

給食用

給食用

パン

米飯

住所

TEL

FAX

従業員衛生指導 (直近の指導日)

食品衛生責任者

合　計

その他

製造作業員

事務員

※ 該当に○印

保健所

 うち､学校給食事業に係る者

 うち､学校給食事業に係る者

 うち､学校給食事業に係る者

 うち､学校給食事業に係る者

静岡県学校給食パン米飯協同組合 なし

パ ン

米 飯

菓子製造業

運転手

勤続5年以上

勤続5年未満



施設 構造 車輛 １トン以上 台

１トン未満 台

※ 該当に○印

面積 建物総面積 ㎡

炊飯準備室 ㎡

給水

※ 該当に○印

受水槽 ㎥

※ 該当に○印

施設 第１醗酵室　収容袋数 袋

第２醗酵室　天板収容枚数 枚 枚 枚

冷却場又はクーリングコンベア

 窯(天板容量)の４倍以上 ※ 該当に○印

給食用製品置場 ㎡

給食用空箱置場 ㎡

原材料庫 総面積 ㎡

給食用小麦粉置場 ㎡

給食用副資材置場 ㎡

給食用精米置場 ㎡

保温食缶(飯缶)保管設備 ㎡

設備等 窯 製作所名 型式 天板容量 Ｋ･Ｗ

混合機 製作所名 型式 容量

分割機 製作所名 型式 １時間当り分割能力

個

個

製作所名 型式 製作所名 型式

丸目機

整型機

プルファー

粉ふるい機

スライサー 台

台

製作所名 型式 １時間当り能力

洗米機 kg

配米配水機 食

又は充填機 kg

炊飯釜 kg

反転機 kg

ほぐし機

盛付機 kg

手洗設備 ヶ所

又は

バンド

１本切

袋ごね

袋ごね

枚取

枚取

枚差

枚差

枚取

枚取

枚差

枚差

その他(　枚取)6枚取 8枚取

あり

なし

なし

木造

あり

上水道

井戸

鉄筋

鉄骨



様式１－２

年 月 日

公益財団法人静岡県学校給食会　様

本社（店）所在地

名称

代表者名 印

　学校給食用委託工場として指定を受けたいので、下記のとおり申請します。

所属団体名 ※ 該当に○印

営業許可所轄保健所

営業許可業種 許可年月日 年 月 日

許可期限 年 月 日

設立年月 年 月

現工場築年数 築 年

従業員 事務員 人 人

製造作業員 勤続5年以上 人 人

勤続5年未満 人 人

運転手 人 人

その他 人 人

合　計 人  小　計 人

年 月 日

資本金

主取引銀行

給食用と市販用の製造割合

委託工場指定申請書（めん）

令和

記

麺類製造業

めん類製造業

※ 該当に○印

なし

〒

住所

TEL

FAX

〒

住所

TEL

FAX

所在地(本社)

工場名

 うち､学校給食事業に係る者

0

 うち､学校給食事業に係る者

 うち､学校給食事業に係る者

 うち､学校給食事業に係る者

所在地(製造工場)

営業許可 保健所

静岡県学校給食めん協同組合

食品衛生責任者 氏名：

令和

0

従業員衛生指導 (直近の指導日)

 うち､学校給食事業に係る者

 給食用  市販用

最大製造可能数

めん (100g換算)

支店％ ％

万円

食/日 銀行

支店

信用金庫



施設 構造

※ 該当に○印

建物面積 ㎡

原材料庫 ㎡

給食用空箱置場 ㎡

冷蔵庫 ㎡

㎡

給水 上水道

※ 該当に○印

受水槽 ㎥

※ 該当に○印

設備等 混合機 製作所名

型式

容量(能力) 袋用 基 袋用 基

めん帯機 製作所名

型式

容量(能力) 食 基 食 基

切出機 製作所名

型式

容量(能力) 食 基 食 基

蒸機 製作所名

型式

容量(能力) 食 基 食 基

茹釜･冷却槽 製作所名

型式

容量(能力) 食 基 食 基

包装機 製作所名

型式

容量(能力) 食 基 食 基

自動計量機 製作所名

型式

容量(能力) 食 基 食 基

蒸熱殺菌庫 製作所名

型式

容量(能力) 食 基 食 基

手洗設備 ヶ所

車輛 １トン以上 台

１トン未満 台

納品用保温箱 箱

１時間当り

１時間当り

１時間当り

１時間当り １時間当り

１時間当り １時間当り

１時間当り

１時間当り

１時間当り

１時間当り

１時間当り

なし

総面積

総面積

うち給食用

井戸

あり

鉄筋

鉄骨

木造



様式2-1

学校給食用パン加工及び炊飯委託工場調査表

施　設　名

所　在　地

Ｔ　Ｅ　Ｌ

＊ 評価方法 … 要請項目のみ評価欄に「レ」印を記入　　＊ 指摘事項 … ゴシック(太字)は要請事項

評価 指摘事項

施設及び周辺は清掃されているか

排水設備は適切に管理されているか

施設の換気、採光は適切か

専用の履物に履き替える構造か

姿見、粘着ﾛｰﾗｰが設置され、適切に管理されているか

手洗設備 適切に管理されているか

庫内は清潔に保たれているか

置場は区画され、清潔に保たれているか

製品は整理され、適切に保管されているか

清掃用具 適切に管理されているか

防塵構造か

清潔に管理されているか

廃棄物 専用の容器により適切に管理されているか

内部は衛生的に保たれているか

使用時には作業衣を着替え、専用の履物に履き替えているか

専用の清掃用具は適切に管理されているか

作業場専用の作業衣、履物を着用しているか

製品を扱う際は使い捨て手袋等を着用しているか

防そ、防虫駆除を定期的に実施し、記録を保存しているか

従業員に対して衛生教育を行い、記録を保存しているか

異物混入等の事故記録を保存しているか

従業員の健康状態等を毎日確認し、記録を保存しているか

帳簿の管理は適切か

実在庫の確認を定期的に行っているか

出入口

項　目 調　　査　　内　　容

共
　
通
　
部
　
門

施設

原材料庫

便所

従業員

清潔な服装（作業衣、帽子、ﾍｱﾈｯﾄ、ﾏｽｸ等）を着用しているか

記録

原材料は床に直置きせず、種類毎区分管理されているか

製品置場

専用の手洗設備が備えられ、適切に管理されているか

使用水

使用水を毎日確認し、記録を保存しているか

水道事業者による供給以外の水を使用する場合は検査機関で定期
的に水質検査を行い、記録を保存しているか

受水槽等がある場合、定期的に点検、清掃を行い、記録を保存し
ているか

※ 簡易専用水道(10m3以上)の場合は検査機関の検査結果を確認

車輌

衛生管理体制

健康診断及び保菌検査を定期的に実施し、記録を保存しているか



評価 指摘事項

場内は清潔に保たれているか

床、天井、壁等に破損はないか

整理、整頓され、不必要な物品は置かれていないか

作業開始前の点検を確実に実施しているか

機械･設備は清潔に管理されているか

器具類は清潔に管理されているか

金属検出機は正常に機能し、動作確認記録を保存しているか

納品箱等は清潔に管理されているか

置場は適切に換気され、清潔に保たれているか

箱等の洗浄設備は適切に機能し、清潔に保たれているか

場内は、清潔に保たれているか

床、天井、壁等に破損はないか

整理、整頓され、不必要な物品は置かれていないか

作業開始前の点検を確実に実施しているか

機械･設備は清潔に管理されているか

器具類は清潔に管理されているか

納品箱等は清潔に管理されているか

　箱の種類等：

クラス別 保温食缶（滅菌保管庫で消毒）

保温食缶（アルコール消毒）

保温箱＋飯缶

ライスシート使用

個人別 アルミパック＋保温箱

アルミパック＋パン箱＋保温材

アルミパック＋パン箱

納品箱の保管設備は適切で、清潔に管理されているか

箱等の洗浄設備は適切に機能し、清潔に保たれているか

日　　時

 令和　　　年　　　月　　　日

　　　：　　　～　　　：

 令和　　　年　　　月　　　日

　　　：　　　～　　　：

適　当

不適当

項　　目 調　　査　　内　　容

機械器具類

パ
ン
部
門

作業場

パン冷却場所又はクーリングコンベアは清潔に保たれているか

納品箱等

ｱﾙﾐﾊﾟｯｸ方式の場合は、適切な広さの低温保管できる設備があり温
度調節は正常に機能しているか

機械器具類

選定委員会
判　定　欄

調　　査　　員

調査（第1回）

調査（第2回）

備　　　考

炊
　
飯
　
部
　
門

作業場（又は
炊飯準備室）

納品箱等



様式2-2

施　設　名

所　在　地

Ｔ　Ｅ　Ｌ

＊ 評価方法 … 要請項目のみ評価欄に「レ」印を記入　　＊ 指摘事項 … ゴシック(太字)は要請事項

評価 確認

施設及び周辺は清掃されているか

排水設備は適切に管理されているか

施設の換気、採光は適切か

専用の履物に履き替える構造か

適切に管理されているか

庫内は清潔に保たれているか

置場は清潔に保たれているか

製品は整理され、適切に保管されているか

清掃用具 適切に管理されているか

防塵構造か

清潔に管理されているか

内部は衛生的に保たれているか

使用時には作業衣を着替え、専用の履物に履き替えているか

専用の清掃用具は適切に管理されているか

製品を扱う際は使い捨て手袋等を着用しているか

異物混入等の事故記録を保存しているか

帳簿の管理は適切か

実在庫の確認を定期的に行っているか

学校給食用めん加工委託工場調査表

項　　目 調　　査　　内　　容 指摘事項

施設

出入口
姿見、粘着ﾛｰﾗｰが設置され、適切に管理されているか

手洗設備

原材料庫
原材料は床に直置きせず、種類毎区分管理されているか

製品置場

使用水

使用水を毎日確認し、記録を保存しているか

水道事業者による供給以外の水を使用する場合は検査機関で定期
的に水質検査を行い、記録を保存しているか

受水槽等がある場合、定期的に点検、清掃を行い、記録を保存し
ているか

※ 簡易専用水道(10m3以上)の場合は検査機関の検査結果を確認

車輌

廃棄物 専用の容器により適切に管理されているか

便所
専用の手洗設備が備えられ、適切に管理されているか

従業員

清潔な服装（白衣、帽子、ﾍｱﾈｯﾄ、ﾏｽｸ等）を着用しているか

作業場専用の作業衣、履物を着用しているか

衛生管理体制

防そ､防虫駆除を定期的に実施し､記録を保存しているか

従業員に対して衛生教育を行い、記録を保存しているか

健康診断及び保菌検査を定期的に実施し、記録を保存しているか

従業員の健康状態を毎日確認し、記録を保存しているか

記録



評価 評価

場内は清潔に保たれているか

床、天井、壁等に破損はないか

整理、整頓され、不必要な物品は置かれていないか

作業開始前の点検を確実に実施しているか

機械･設備は清潔に管理されているか

器具類は清潔に管理されているか

庫内は清潔に管理されているか

　箱の種類：

保温箱

ポリ箱

置場は適切に換気され、清潔に保たれているか

日　　時 調　　査　　員

 令和　　　年　　　月　　　日

　　　　：　　　～　　　：

 令和　　　年　　　月　　　日

　　　：　　　～　　　：

適　当

不適当

項　　目 調　　査　　内　　容 指摘事項

作業場 

機械器具類

蒸熱殺菌庫の自記温度計は正常に機能し、記録を保存しているか

金属検出機は正常に機能し、動作確認記録を保存しているか

冷蔵庫
（前日・前々日工程
ありの場合） 庫内温度は適切に保たれ、記録を保存しているか

納品箱等

納品箱は清潔に管理されているか

箱等の洗浄設備は適切に機能し、清潔に保たれているか

選定委員会
判　定　欄

調査（第1回）

調査（第2回）

備　　　考


